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発 行 元  (社)西原町シルバー人材センター 

発 刊  2009年(平成 21年) 9月 
 

〒903-0111 沖縄県中頭郡西原町字与那城 135番地 

 TEL(098)944-1699 FAX(098)944-1835 
 

ｅ-mail nishihara@sjc.ne.jp 

   シルバー人材センターの組織活動は、会員

が自ら考え、目標を立てて積極的に問題の

解決に当たるなど、会員が自主的・主体的

に活動することを目指しています。 

   シルバー人材センターでの働き方は、会員

が相互に協力し、ふれ合いながら力を合わ

せて、また共に助け合いながら仲良く就業

することを基本としています。 
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平
成
二
十
一
年
六
月
五
日
（
金
）
午
後
二
時
、
西
原
町

中
央
公
民
館
に
お
い
て
、
平
成
二
十
一
年
度
社
団
法
人
西

原
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
通
常
総
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。 

会
員
総
数
223
名
に
対
し
、
出
席
者
121
名
、 

委
任
状
45
名
、
出
席
合
計
166
名 

以
上
の
出
席
を
得
て
、
社
団
法
人
西
原
町
シ
ル
バ
ー
人

材
セ
ン
タ
ー
定
款
第
二
十
二
条
第
一
項
（
会
議
の
定
足
数
）

に
基
づ
き
、
開
会
と
し
た
。 

定
刻
、
泉
朝
順
会
員
の
司
会
の
下
、
小
波
津
勇
理
事
長

の
開
会
の
こ
と
ば
で
始
ま
り
、
翁
長
正
吉
理
事
長
の
ご
挨

拶
が
あ
り
ま
し
た
。 

引
き
続
き
ご
来
賓
よ
り
、
上
間
明
西
原
町
長
、
城
間
信
三 

町
議
会
議
長
並
び
に
社
団
法
人
沖
縄
県
シ
ル
バ
ー
人
材
セ 

ン
タ
ー
連
合
の
嘉
陽
榮
憲
会
長
の
ご
祝
辞
を
賜
り
ま
し 

た
。
ま
た
、
ご
臨
席
頂
き
ま
し
た
連
合
本
部
、
県
内
の
各 

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
理
事
長
、
事
務
局
長
並
び
に 

職
員
の
方
々
の
紹
介
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、
議
長
の
選
出
に
移
り
、
平
安
恒
政
理
事
が
選 

出
さ
れ
、
議
事
録
署
名
人
を
呉
屋
盛
光
会
員
と
崎
濱
静
江 

会
員
の
両
名
が
指
名
さ
れ
、
議
案
の
審
議
に
入
り
ま
し
た
。 

 
 
 

議
案
第
一
号 

 
 
 
 
 

平
成
二
十
年
度
事
業
報
告 

 
 
 

議
案
第
二
号 

 
 
 
 
 

平
成
二
十
年
度
収
支
決
算 

 
 
 

議
案
第
三
号 

 
 
 
 
 

平
成
二
十
一
年
度
事
業
計
画 

 
 
 

議
案
第
四
号 

 
 
 
 
 

平
成
二
十
一
年
度
収
支
予
算 

 
 
 

議
案
第
五
号 

 
 
 
 
 

役
員
の
承
認 

 
 
 

議
案
第
六
号 

 
 
 
 
 

理
事
長
に
対
す
る
権
限
委
任 

以
上
、
六
議
案
に
つ
い
て
慎
重
な
る
審
議
の
結
果
、
全 

議
案
と
も
原
案
の
と
お
り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。 

 

総
会
終
了
後
は
、
第
二
部
の
懇
親
会
が
行
わ
れ
、
多
く 

の
会
員
の
素
晴
ら
し
い
余
興
が
披
露
さ
れ
、
に
ぎ
や
か
に 

盛
り
上
が
る
中
、
全
日
程
を
終
了
致
し
ま
し
た
。 

             

 
 

 

 
 

 

  

  

本
日
こ
こ
に
平
成
二
十
一
年
度
社

団
法
人
西
原
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン

タ
ー
第
十
六
回
総
会
を
開
催
し
た
と

こ
ろ
、
上
間
明
西
原
町
長
、
城
間
信
三

議
会
議
長
、
嘉
陽
榮
憲
沖
縄
県
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
会
長
を
始
め
、

県
内
の
各
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

の
理
事
長
、
事
務
局
長
の
ご
臨
席
を
賜

り
、
ま
た
会
員
皆
様
多
数
の
ご
出
席
を

頂
き
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

当
セ
ン
タ
ー
は
、
高
齢
者
が
自
ら
の 

豊
か
な
経
験
と
知
識
を
活
か
し
、
就
業

を
通
し
て
積
極
的
に
社
会
参
加
す
る

こ
と
に
よ
り
「
生
き
が
い
」
と
「
健
康

の
増
進
」
を
図
る
と
と
も
に
、「
自
主
・

自
立
・
共
働
・
共
助
」
の
基
本
理
念
の

も
と
に
、
地
域
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と

を
目
的
に
平
成
五
年
に
設
立
さ
れ
、
地

域
社
会
の
担
い
手
と
し
て
着
実
に
歩

み
続
け
、
順
調
な
事
業
発
展
を
遂
げ
て

お
り
、
こ
れ
も
会
員
皆
様
の
誠
意
あ
る

仕
事
ぶ
り
が
、
地
域
の
方
々
か
ら
信
頼

さ
れ
、
高
く
評
価
を
得
た
も
の
と
存
じ

ま
す
。 

 

さ
て
、
当
セ
ン
タ
ー
平
成
二
十
年
度 

の
事
業
実
績
に
つ
き
ま
し
て
は
、
会
員 

数
ニ
〇
九
人
、
受
注
件
数
一
、
〇
九
二 

件
、
契
約
金
額
一
一
三
、
三
九
六
千
円 

で
、
就
業
延
日
人
員
一
八
、
五
〇
四
人

の
実
績
を
上
げ
て
お
り
ま
す
。 

 
 

定
め
た
実
行
性
の
あ
る
「
緑
の
リ
サ
イ

ク
ル
事
業
実
施
方
法
書
」
を
策
定
し
、

地
域
が
抱
え
る
環
境
問
題
を
行
政
や

地
域
住
民
と
共
有
し
、
セ
ン
タ
ー
と
し

て
の
役
割
を
担
い
、
地
域
の
環
境
美

化
・
保
全
な
ど
循
環
型
社
会
の
実
現
に

貢
献
で
き
る
事
業
と
し
て
積
極
的
に

取
組
ん
で
参
り
ま
す
。 

 
 

 

ま
た
「
介
護
」
の
分
野
に
お
い
て
、

「
高
齢
者
の
健
康
と
生
き
が
い
づ
く

り
事
業
」
を
町
当
局
と
連
携
の
下
、
企

画
提
案
し
、
積
極
的
に
推
進
し
て
参
り

ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
を
併
せ
、
就
業

機
会
の
拡
大
を
図
る
と
と
も
に
、
セ
ン

タ
ー
運
営
の
自
立
化
と
組
織
体
制
の

強
化
を
目
指
し
、
会
員
、
役
職
員
が
一

丸
と
な
り
、
最
善
の
努
力
を
尽
く
し
、

傾
注
し
て
参
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

本
日
は
、
平
成
二
十
年
度
事
業
報

告
、
収
支
決
算
を
始
め
、
二
十
一
年
度

の
事
業
計
画
並
び
に
予
算
、
ま
た
役
員

の
承
認
な
ど
の
六
議
案
を
提
案
し
て

お
り
ま
す
が
、
い
ず
れ
も
重
要
な
案
件

で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
十
分
ご
審
議
頂

き
、
実
り
あ
る
総
会
と
な
り
ま
す
こ
と

を
祈
念
致
し
ま
す
。 

 
 

 

終
り
に
な
り
ま
し
た
が
、
設
立
以
来

色
々
と
ご
指
導
、
ご
支
援
を
賜
り
ま
し

た
国
、
県
、
町
当
局
、
並
び
に
県
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
連
合
、
そ
し
て
各

関
係
機
関
の
皆
様
に
改
め
て
厚
く
御

礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
本
日
ご
出

席
頂
き
ま
し
た
皆
様
の
健
康
と
益
々

の
ご
活
躍
を
祈
念
致
し
ま
し
て
、
私 

の
挨
拶
と
致
し
ま
す
。 

 

こ
れ
も
偏
に
会
員
皆
様
方
の
た
ゆ
ま

ぬ
努
力
と
、
更
に
シ
ル
バ
ー
事
業
に
ご

理
解
を
頂
き
就
業
の
機
会
を
提
供
し
て

下
さ
い
ま
し
た
町
当
局
並
び
に
地
域
の

皆
様
方
の
御
協
力
の
賜
で
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

さ
て
、
平
成
二
十
年
度
は
、
米
国
に

端
を
発
し
た
世
界
的
な
金
融
危
機
、
原

油
高
騰
等
が
日
本
経
済
に
深
刻
な
影
響

を
も
た
ら
し
、
物
価
高
、
消
費
の
冷
え

込
み
、
雇
用
情
勢
の
悪
化
な
ど
、
大
き

な
景
気
後
退
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
更

に
地
方
公
共
団
体
の
行
財
政
改
革
に
伴

う
事
業
の
減
少
な
ど
、
シ
ル
バ
ー
事
業

を
取
り
巻
く
環
境
も
一
層
厳
し
さ
を
増

す
状
況
に
あ
り
ま
す
。 

 
 

 

本
年
度
は
、
こ
う
し
た
厳
し
い
諸
情

勢
の
変
化
に
即
応
し
、
新
た
な
ニ
ー
ズ

を
捉
え
な
が
ら
、
団
塊
世
代
の
受
入
れ

を
始
め
と
す
る
時
代
の
要
請
に
応
え
る

組
織
体
制
の
構
築
、
就
業
の
開
拓
、
ま

た
会
員
の
技
能
・
技
術
の
習
得
を
図
り
、

地
域
に
根
差
し
た
組
織
体
制
の
確
立
に

向
け
鋭
意
努
力
し
て
参
る
所
存
で
あ
り

ま
す
。
ま
た
、
昨
年
度
よ
り
国
に
お
い

て
「
教
育
、
子
育
て
・
介
護
・
環
境
」

を
重
点
に
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

と
地
方
公
共
団
体
等
が
共
同
で
企
画
提

案
し
た
事
業
に
国
が
支
援
す
る
制
度
が

導
入
さ
れ
、
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、

町
当
局
と
連
携
し
た
企
画
提
案
の
方
式

に
よ
る
事
業
「
環
境
」
の
分
野
で
「
緑

の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
」
を
稼
働
し
て
お

り
ま
す
。 

 
 

 

本
年
度
は
、
「
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
事

業
」
に
あ
た
り
、
細
部
に
亘
る
事
項
を 
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     事 項 

 

区 分 

受注 

件数 

(件) 

職群別 

登 録 

会員数 

就 業 

延人員 

(人日) 

契 約 金 額 (円) 

配分金 材料費等 事務費 合計  
 

職

群

別

内

訳 

技 術 群 1 22 1 3,300 8,630 315 12,245 

技 能 群 290 46 2,131 12,331,450 8,051,101 1,214,683 21,597,234 

事務整理群 14 8 70 136,570 0 14,342 150,912 

管 理 群 15 7 3,560 13,162,673 6,844,775 1,274,171 21,281,619 

折衝外交群 1 4 8 21,400 0 2,058 23,458 

一般作業群 740 121 12,123 52,601,350 10,411,834 5,126,002 68,139,186 

サービス群 25 1 592 1,700,580 25,600 176,576 1,902,756 

そ の 他 6 0 19 146,316 128,051 15,207 289,574 

合 計 1,092 209 18,504 80,103,639 25,469,991 7,823,354 113,396,984 
 

区 分 総 数 60 歳未満  ６０歳～６４歳 ６５歳～６９歳 ７０歳～７４歳 ７５歳～７９歳 80 歳以上  

男 168 人 3 人 20 人 69 人 53 人 16 人 7 人 

女 41 人 1 人 3 人 14 人 9 人 13 人 1 人 

計 209 人 4 人 23 人 83 人 62 人 29 人 8 人 

割 合 100 ％ 1.9 ％ 11 ％ 39.7 ％ 29.7 ％ 13.9 ％ 3.8 ％ 
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坂田１班 

班 長 

坂田２班 

班 長 

西原東１班 

班 長 

西原東２班 

班 長 

西原１班 

班 長 

西原２班 

班 長 

西原南１班 

班 長 

西原南２班 

班 長 

✤副会長 ✤副会長 ✤会 長      

宮
みや

国
ぐに

玄
げん

一
いち

 名
な

嘉
か

永
えい

保
ほ

 稲
いな

福
ふく

 勇
いさむ

 中
なか

山
やま

蒲
かま

徳
とく

 神
かみ

谷
や

嘉
よし

宗
むね

 諸
もろ

見
み

里
ざと

安
やす

昭
あ き

 喜
き

屋
ゃ

武
ん

安
やす

雄
お

 呉
ご

屋
や

盛
せい

光
こう

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

～ 地域班長について ～ 

   地区を単位として、全正会員で構成する地域班に

おいて、社団法人西原町シルバー人材センター地域

班設置要綱第 4 条に基づき、各地域班長及び正副会

長が平成 21 年 4 月 8 日付選任されました。 

会員数  32 

幸地 8 

幸地ﾊｲﾂ 3 

坂田 3 

県営幸地高層 0 

県営坂田高層 2 

翁長 16 

 

会員数  28 

棚原 14 

徳佐田  5 

森川 1 

千原 0 

上原 8 

  

 

会員数  29 

呉屋 6 

津花波  3 

西原台団地 4 

小橋川  4 

内間 7 

県営内間団地 5 

 

会員数  28 

掛保久  3 

嘉手苅  3 

小那覇  22 

  

  

  

 

会員数  25 

平園 5 

兼久 18 

美咲 2 

  

  

  

 

会員数  30 

与那城 13 

我謝 17 

  

  

  

  

 

会員数  17 

西原ﾊｲﾂ 3 

安室 1 

桃原 9 

池田 4 

  

  

 

会員数  26 

小波津  10 

小波津団地 15 

県営西原団地 1 

  

  

  

 

   理 事 長 

坂田地区 

 

西地区 南地区 

坂田 1班 

 

東地区 

坂田 2 班 

 

西原東 1 班 

 

西原東 2班 

 

西原 1 班 

 

西原 2班 

 

西原南 1 班 

 

 

西原南 2班 

 

総務委員会 
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例
年
七
月
は
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
安
全
・

適
正
就
業
強
化
月
間
と
定
め
、
全
国
一
斉
に
各
拠
点
セ
ン

タ
ー
に
お
い
て
様
々
な
取
組
み
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。 

 

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
で
は
、
七
月
二
日(

木)

午

後
四
時
四
十
五
分
、
社
会
福
祉
セ
ン
タ
ー
大
広
間
に
お
い

て
「
平
成
二
十
一
年
度
（
第
四
回
）
安
全
就
業
推
進
大
会
」

を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
会
員
一
〇
八
人
出
席
の

下
、
玉
那
覇
信
助
安
全
委
員
の
開
会
挨
拶
で
始
ま
り
、
翁

長
正
吉
理
事
長
の
挨
拶
を
ご
名
代
、
平
安
恒
政
理
事
よ
り

挨
拶
が
な
さ
れ
ま
し
た
。
続
い
て
、
上
間
明
西
原
町
長
の

ご
名
代
、
城
間
正
一
副
町
長
よ
り
激
励
の
挨
拶
が
あ
り
ま

し
た
。 

大
会
次
第
に
沿
っ
て
、
川
満
英
一
安
全
委
員
長
よ
り
、

平
成
二
十
年
度
事
故
発
生
状
況
報
告
書
、
過
去
三
年
間
の

事
故
状
況
報
告
な
ど
資
料
提
示
の
上
、
詳
細
な
安
全
就
業

状
況
の
報
告
が
な
さ
れ
ま
し
た
。 

 

続
い
て
、「
平
成
二
十
一
年
度
安
全
標
語
入
選
者
表
彰
」

に
移
り
、
同
標
語
に
つ
い
て
は
今
年
度
応
募
に
お
い
て
、

四
十
九
点
の
作
品
の
中
か
ら
厳
正
な
審
査
の
結
果
、
三
点

の
作
品
が
決
定
し
、
下
記
の
と
お
り
入
選
者
（
三
名
）
の

発
表
並
び
に
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

 

次
の
日
程
六
、
会
員
の
意
見
発
表
と
し
て
、
與
古
田
ユ

キ
子
会
員
、
島
田
繁
会
員
よ
り
、
自
ら
の
体
験
を
例
に
挙

げ
、
日
常
の
就
業
に
関
し
て
感
じ
た
事
な
ど
貴
重
な
意
見

の
発
表
が
あ
り
ま
し
た
。 

 

日
程
七
、
稲
福
勇
地
域
班
長
会
会
長
よ
り
「
大
会
決
議
」

が
読
み
上
げ
ら
れ
、
会
員
総
意
の
下
、
大
会
決
議
が
採
択

さ
れ
ま
し
た
。 

 

次
に
日
程
八
、
安
里
安
雄
安
全
副
委
員
長
よ
り
「
安
全

宣
言
」
と
し
て
、
事
故
ゼ
ロ
を
目
指
し
、
安
全
就
業
の
励

行
、
安
全
就
業
の
徹
底
を
宣
言
し
ま
し
た
。 

               

 

引
き
続
き
日
程
九
、
心
理
療
法
士
＆
笑
脳
開
発
士
、
真
栄

田
絵
麻
先
生
よ
り
「
笑
が
人
生
の
万
能
薬
・
・
・
い
つ
も
笑

っ
て
元
気
」
を
演
題
に
、
心
の
健
康
こ
そ
が
身
体
の
健
康
に

繋
が
る
、
そ
の
要
と
な
る
も
の
が
「
笑
顔
」
で
あ
り
、
「
笑

う
顔
に
福
来
る
」
と
、
ご
自
身
の
体
験
談
を
交
え
、
心
身
の

健
康
に
つ
い
て
説
か
れ
、
大
変
有
意
義
な
講
演
と
な
り
ま
し

た
。 

 

最
後
に
、
平
良
正
一
事
務
局
長
よ
り
、
「
安
全
就
業
の
徹

底
」
に
つ
い
て
、
会
員
の
み
な
さ
ん
へ
協
力
を
願
い
、
大
会

を
終
了
致
し
ま
し
た
。 
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   地域における「教育」「子育て」「介護」「環境」分野の需要に対応するため、シル

バー人材センターと地方公共団体が連携し、共同で企画提案した事業に対し、一定

の事業効果が見込めると認められた企画について国が支援する制度による事業で

す。当センターでは、町当局と連携した企画提案方式による事業「環境」の分野に

おいて、「緑のリサイクル事業」を導入し、取組んでいます。 

 

 

 
 

 

 

 

翁
長
理
事
長
は
、
平
成
二
十
年
度
か
ら
西
原
町
と

連
携
し
て
企
画
提
案
方
式
に
よ
る
緑
の
リ
サ
イ
ク

ル
事
業
を
導
入
し
堆
肥
化
に
取
組
ん
で
い
る
。 

 

本
事
業
は
、
一
般
家
庭
や
公
共
施
設
・
会
員
の
就

業
先
か
ら
発
生
す
る
草
木
類
を
チ
ッ
パ
ー
シ
ュ
レ

ッ
ダ
ー
で
チ
ッ
プ
化
し
て
ＥＭ
菌
で
発
酵
さ
せ
た
米

ぬ
か
を
投
入
、
そ
し
て
発
酵
槽
で
発
酵
熱
を
管
理
し

撹
拌
を
繰
り
返
し
な
が
ら
八
ヶ
月
間
か
け
て
「
か
え

る
く
ん
」（
有
機
質
堆
肥
）
の
生
産
に
余
念
が
な
い
。

チ
ッ
プ
材
は
敷
き
草
と
し
て
活
用
し
、
「
か
え
る
く

ん
」
は
、
家
庭
菜
園
や
草
花
の
培
養
土
、
農
家
へ
有

機
質
堆
肥
と
し
て
安
く
還
元
で
き
る
と
し
て
い
る
。 

 
担
当
者
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
は
、
か
え
る
く
ん

を
活
用
し
て
町
民
が
土
と
ふ
れ
あ
い
「
安
全
で
安

心
」
で
き
る
野
菜
や
草
花
を
栽
培
し
て
健
康
づ
く
り

に
取
組
ん
で
貰
い
た
い
と
し
て
い
る
。 

 

人
材
セ
ン
タ
ー
は
、
事
業
を
通
し
て
地
域
の
環
境

美
化
や
保
全
な
ど
循
環
型
社
会
の
実
現
に
貢
献
す

る
と
と
も
に
、
堆
肥
の
一
部
を
町
立
学
校
や
公
共
施

設
・
自
治
会
等
へ
無
償
提
供
し
て
町
内
の
施
設
に
花

い
っ
ぱ
い
運
動
を
奨
励
し
地
域
に
貢
献
で
き
る
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
と
し
て
位
置
づ
け
て
い
る
。 

 

緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
は
、
セ
ン
タ
ー
の
独
自
事

業
と
し
て
地
域
特
性
を
活
か
し
た
新
た
な
商
品
開

発
に
努
め
、
高
齢
者
が
地
域
社
会
に
貢
献
で
き
る
事

業
と
し
て
、
会
員
の
就
業
機
会
の
確
保
な
ど
緑
の
リ

サ
イ
ク
ル
事
業
は
会
員
か
ら
の
期
待
も
大
き
い
。 

  

※ 

セ
ン
タ
ー
は
、
10
月
17
日
・
18
日
開
催
の

第
17
回
西
原
ま
つ
り
会
場
で
「
か
え
る
く
ん
」

五
百
袋
の
無
償
配
布
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
民
の
ご
来
場
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 
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   当センターでは、平成 21 年度導入の企画提案方式事業「介護」の分野で、町当局と連携の下、「高齢者の

健康と生きがいづくり事業」に取組んでおります。本格的な始動を前に、女性会員を中心としたボランティア活

動を実施しました。同様のボランティア活動は、この後も、普及啓発を兼ねて幅広く実施し、取組んで参ります。 

  

  

  
  

 当センターでは、様々なボランティア活動を実施しております。中でも、毎年 6月 23日「慰霊の日」は「西原の

塔」において戦没者追悼式が行われ、県内外から多くの遺族や関係者の方々が来場されるとあって、当センター

では、直前にボランティア作業の実施が恒例となっております。今年も 6月 13日（土）に 60名余の会員、役職員

で除草・清掃を行いました。 

 また、地域の皆様、行政当局へ日頃の感謝の意を込め、8月 1日（土）、西原町中央公民館・西原町立図書館・ 

旧西原村役場壕跡の三ヵ所の公共施設において、会員並びに役職員108参加の下、除草・清掃作業を実施しま 

した。当日は炎天下にもかかわらず多くの会員の参加、また上間明町長の激励、町長自ら作業への参加で、ご協 

力を頂きました。参加された皆さんのご協力により長く伸びた草木がきれいに刈り取られ、多くの方から感謝のこと 

ばを頂き、清々しい気持ちの中、所期の目的を達成することが出来ました。 
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配
分
金
は
就
業
し
た
会
員
に
対
し
、
就
業
報
告
書
に

基
づ
き
月
末
締
め
に
て
翌
月
十
五
日(

祝
祭
日
及
び
土

日
に
あ
た
る
日
は
支
払
い
日
後
、
最
も
近
い
日)
に
、

指
定
の
金
融
機
関(

農
協
・
郵
便
局)

に
お
い
て
本
人
名

義
の
口
座
へ
振
込
み
に
よ
り
支
払
わ
れ
ま
す
。 

※ 

配
分
金
明
細
書
の
発
行
は
、
各
月
の
配
分
金
支

払
い
に
伴
い
、
事
務
局
に
て
、
月
単
位
で
十
五
日

に
は
発
行
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、
各
自
、
受
取

る
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
な
お
、
明
細
書
内
容
は

確
認
し
て
頂
き
、
不
明
の
点
が
あ
る
場
合
は
業
務

担
当
に
申
し
出
て
下
さ
い
。 

   
 
 
 

就
業
報
告
書
は
、
正
確
に
記
入
し
、
就
業
終
了
後
、

速
や
か
に
提
出
し
て
下
さ
い
。 

 
 
 

※ 

提
出
が
遅
れ
ま
す
と
、
事
務
処
理
上
、
配
分
金

支
払
い
に
支
障
と
な
り
ま
す
の
で
、
就
業
終
了
後
、

単
発
就
業
は
三
日
以
内
、
月
末
就
業
分
に
つ
い
て
は

翌
月
の
三
日
ま
で
に
提
出
し
て
下
さ
い
。 

  

シ
ル
バ
ー
会
員
に
な
る
に
は 

 

◆
西
原
町
に
居
住
す
る
健
康
で
働
く
意
欲
の
あ
る
概
ね 

60
歳
以
上
の
方
。 

 

◆
入
会
説
明
会
を
受
け
た
方
。 

 
 

※
入
会
説
明
会
は
毎
月
第
四
金
曜
日
午
後
２
時
～ 

当
セ
ン
タ
ー
に
て
開
催
し
て
お
り
ま
す
。 

 

◆
お
問
合
せ
（
※
お
気
軽
に
お
問
合
せ
下
さ
い
。） 

 
 

㈳
西
原
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー 

 
 

☎ 

９
９
４
‐
１
６
９
９ 

         

      三

月 

二

月 

一

月 

十

二

月 

十

一

月 

十

月 

就

業

月 

三 

月
十
五
日
（
月
） 

二 

月
十
五
日
（
月
） 

一 
月
十
五
日
（
金
） 

十
二
月
十
五
日
（
火
） 

十
一
月
十
六
日
（
月
） 

十 

月
十
五
日
（
木
） 

配
分
金
支
払
日 

   

   

   

   

   

   

 

                     

                     

                     

                     

                     

                     

                     

 

   

 

 

 
 

 

残
暑
と
は
い
え
、
ま
だ
ま
だ
厳
し
い
暑
さ
が
続
き
ま

す
。
ま
た
「
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
」
感
染
拡
大
が
懸
念

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
手
洗
い
・
う
が
い
の
励
行
な
ど
の
感

染
予
防
や
、
無
理
の
な
い
就
業
と
十
分
な
休
養
で
、
健
康

維
持
に
努
め
て
頂
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

 

秋
に
は
恒
例
の
ピ
ク
ニ
ッ
ク
も
開
催
さ
れ
ま
す
。改
め 

て
ご
案
内
致
し
ま
す
の
で
、
会
員
皆
様
の
多
数
の
参
加 

で
楽
し
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
！ 

 

 
 
 

 
 

 

会
員
皆
様
の
原
稿
を
募
集
の
上
、
「
会
員
の
広
場
」
を

設
け
、
同
だ
よ
り
に
掲
載
を
予
定
し
て
お
り
ま
す
の
で
ご

協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 
 

●
身
近
で
起
き
た
出
来
事
、
話
題
、
就
業
で
感
じ
た
事
、

意
見
、
提
言
な
ど
の
投
稿
文
（
四
〇
〇
字
以
内
） 

 
 
 

●
写
真
（
風
景
・
人
物
・
そ
の
他
） 

 
 
 

●
詩
、
短
歌
、
俳
句
、
川
柳
、
琉
歌
な
ど 

●
絵
画
・
水
彩
画
・
水
墨
画
な
ど 

 
 
 

●
ご
自
分
の
趣
味
の
作
品
、
手
入
れ
さ
れ
た
庭
、
盆
栽
、

花
壇
、
自
家
菜
園
な
ど
（
写
真
可
） 

 

（
※
ご
要
望
が
あ
れ
ば
取
材
に
伺
い
ま
す
。） 

 
 
 
 

そ
の
他
、
何
で
も
結
構
で
す
の
で
積
極
的
な
ご
投
稿
を

お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

 

尚
、
こ
れ
ま
で
パ
ネ
ル
展
な
ど
に
提
出
し
た
作
品
で
も

結
構
で
す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 

 

 
 
 

十
月
は
「
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
事
業
普
及
啓
発
促
進

月
間
」
と
さ
れ
、
全
国
一
斉
に
普
及
啓
発
活
動
が
実
施
さ
れ

ま
す
。
当
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
会
員
増
加
運
動
要
領
を

作
成
し
、
地
域
班
を
単
位
と
し
た
会
員
増
加
目
標
数
を
設
定

の
上
、「
平
成
二
十
一
年
度
会
員
増
加
運
動
」
を
展
開
し
て

参
り
ま
す
。
特
に
「
会
員
一
人
が
一
人
の
仲
間
を
増
や
す
」

運
動
を
実
施
し
、
目
標
達
成
に
取
組
み
ま
す
。 

 
 
 

ま
た
、「
シ
ル
バ
ー
の
日
」（
十
月
第
三
土
曜
日
）
に
お
い

て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
始
め
、
様
々
な
取
組
み
を
展
開

し
て
お
り
ま
す
が
、
今
年
度
は
第
三
土
曜
が
「
第
十
七
回 

西
原
ま
つ
り
」に
あ
た
る
こ
と
か
ら
、
同
ま
つ
り
を
活
用
し
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
普
及
啓
発
活
動
を
実
施
致
し

ま
す
。
当
日
は
、
ま
つ
り
会
場
に
て
、
パ
ネ
ル
展
示
の
ほ
か
、

「
緑
の
リ
サ
イ
ク
ル
事
業
」
に
あ
た
っ
て
、
一
般
来
場
者
へ

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
、
回
答
さ
れ
た
方
に
「
か
え
る

く
ん
（
特
選
腐
葉
土
）」
を
無
償
配
布
し
、
堆
肥
の
製
造
販

売
に
お
け
る
効
果
的
な
普
及
啓
発
に
取
組
み
ま
す
。 

 

以
上
の
普
及
啓
発
活
動
に
つ
い
て
は
、
左
記
の
日
程
に
お

い
て
、
会
員
・
役
職
員
が
一
丸
と
な
っ
て
強
力
に
推
進
し
て

参
り
ま
す
の
で
、
皆
様
の
ご
協
力
の
程
、
宜
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。 

  

①
「
平
成
二
十
一
年
度
会
員
増
加
運
動
」 

 

【
運
動
期
間
】 

平
成
21
年
10
月
1
日
～
12
月
末
ま
で 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
3
ヶ
月
間
） 

  

②
「
シ
ル
バ
ー
の
日
」
の
取
組
み 

 

【
開

催

日
】 

平
成
21
年
10
月
17
日
（
土
）
～ 

 
 
 
 
 
 
 
 

平
成
21
年
10
月
18
日
（
日
）
ま
で 

 
 
 

※ 

第
17
回
西
原
ま
つ
り
開
催
同
日
の
（
2
日
間
） 


